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本研究では，高齢者における運動の促進を目的として，心理的変数の 1 つであるセ

ルフ・エフィカシー  (SE) に着眼した種々の検討を行った．  

 

第第第第 1111 章章章章    高齢者高齢者高齢者高齢者におけるにおけるにおけるにおける運動運動運動運動とセルフ・エフィカシーにとセルフ・エフィカシーにとセルフ・エフィカシーにとセルフ・エフィカシーに関関関関するするするする研究研究研究研究のののの動向動向動向動向とととと課題課題課題課題    

 運動は高齢者の心身に多大な恩恵をもたらすものであり，一次予防的観点からも，

彼らの運動実践を支援することは大きな意味を持つ．高齢者の運動を促進する試みは

これまでに数多く行われており，特に SE は重要な認知的概念の 1 つとして扱われて

きた．しかし，我が国においては，①高齢者における運動 SE および 4 つの主要な情

報源を測定するために十分な信頼性および妥当性を有した尺度が存在しないこと，②

運動 SE の情報源と関連要因の検討がなされていないこと，③運動 SE とその情報源，

および運動実践との関連が実証的に示されていないこと，④運動の長期的継続に伴う

運動 SE の役割が具体的に示されていないこと，および⑤対象者の特徴に合わせた運

動 SE の強化介入が実施されていないこと，などの課題が残されている．高齢者にお

ける運動 SE の向上を意図した介入をより有効なものとするためには，上記のような

課題を解決することが必要となる．  

 

第第第第 2222 章章章章    本研本研本研本研究究究究におけるにおけるにおけるにおける目的目的目的目的とととと意義意義意義意義    

 第 1 章で述べた課題に鑑み，本研究では主として次の点について検討する．①高齢

者の運動 SE およびその情報源を測定するために信頼性および妥当性を有した尺度を

開発すること，②運動 SE の情報源における関連要因を検討すること，③運動の長期

的継続に伴う運動 SE の役割について検討すること，および④対象者の特徴に合わせ

た運動 SE の強化介入を実施し，その効果を検討すること，である．  

 

第第第第 3333 章章章章    高齢者高齢者高齢者高齢者のののの運動運動運動運動セルフ・エフィカシーにセルフ・エフィカシーにセルフ・エフィカシーにセルフ・エフィカシーに関連関連関連関連するするするする尺度尺度尺度尺度のののの開発開発開発開発（（（（研究研究研究研究ⅠⅠⅠⅠ））））    

 本章では，高齢者の運動 SE に関連する尺度の開発を行った．研究Ⅰ -1 では，岡  

(2003) が開発した運動 SE 尺度の高齢者への適用可能性について検討した．Cronbach

の α 係数により内的整合性を確認した結果，高い信頼性が得られた．妥当性について

は，因子的妥当性，構成概念妥当性，および多母集団同時分析による交差妥当性を検

討し，その妥当性が確認された．研究Ⅰ -2 では，高齢者における運動 SE 情報源尺度  

(SEES) の開発を行った．SEES においても，Cronbach の α 係数による内的整合性，

基準関連妥当性，内的妥当性，および構成概念妥当性について検討した結果，十分な

信頼性および妥当性が得られた．  

 

第第第第 4444 章章章章    高齢者高齢者高齢者高齢者のののの運動運動運動運動セルフ・エフィカシーセルフ・エフィカシーセルフ・エフィカシーセルフ・エフィカシー情報源情報源情報源情報源におけるにおけるにおけるにおける関連要因関連要因関連要因関連要因のののの検討検討検討検討（（（（研究研究研究研究ⅡⅡⅡⅡ））））    

本章では，研究Ⅰ-2 において開発した SEES を用い，高齢者の運動 SE 情報源に関連する

諸変数の検討を行った．研究Ⅱ-1 では，運動 SE の各情報源と運動変容ステージとの関連に

ついて検討を行った．その結果，いずれの情報源得点もステージの進行とともに漸増する傾向

を示すことが明らかとなった．研究Ⅱ-2 では，運動 SE 情報源における関連パターンを明らかに

するために，Ward 法クラスタ分析によるパターンの分類を試みた．その結果，運動 SE 情報源

における関連パターンは，①全情報源充足型，②全情報源不足型，③自己関連情報源充足

型，④代理的体験充足型，および⑤言語的説得充足型，の 5 つに分類されることが示唆され，

各パターンにおける特徴が明らかとなった．研究Ⅱ-3 では，運動 SE とその情報源，および運

動継続との関連を示す因果モデルを構築し，仮定されたモデルの妥当性を共分散構造分析

によって検証した．その結果，いずれの適合度指標も良好な値を示し，仮説モデルの妥当性が

認められた． 



第第第第 5555 章章章章    高齢者高齢者高齢者高齢者のののの長期的長期的長期的長期的運動継続運動継続運動継続運動継続およびそのおよびそのおよびそのおよびその恩恵恩恵恩恵恩恵にににに果果果果たすセルフ・エフィカシーのたすセルフ・エフィカシーのたすセルフ・エフィカシーのたすセルフ・エフィカシーの役割役割役割役割    

（（（（研究研究研究研究ⅢⅢⅢⅢ））））    

 本章では，高齢者の長期的な運動継続における SE の役割，および長期的な運動が彼

らの心身へもたらす恩恵の作用機序を説明する変数としての SE の役割について検討

を行った．研究Ⅲ -1 では，運動実践者が一時的な運動停止を生じるハイリスク状況お

よびその対処方略を明らかにした．さらに，対処方略と SE との関連についても検討

を加えた．その結果，「悪天候」や「身体的不調・怪我」といった内容が典型的なハ

イリスク状況として挙げられ，そのような状況に対する認知・行動的対処方略が複数

存在した．また，ハイリスク状況に直面しても運動を実施した者は，実施しなかった

者と比較して運動 SE が有意に高かった．研究Ⅲ -2 では，定期的な運動実践と健康関

連 QOL との関連に果たす運動 SE の調整変数および媒介変数としての役割について

検討した．その結果，身体的健康については運動 SE の媒介効果が，精神的健康につ

いては調整効果および部分媒介効果が認められ，運動介入の際に運動 SE を考慮する

ことの意義が示唆された．  

 

第第第第 6666 章章章章    高齢者高齢者高齢者高齢者のののの運動運動運動運動セルフ・エフィカシーセルフ・エフィカシーセルフ・エフィカシーセルフ・エフィカシー情報源情報源情報源情報源におけるにおけるにおけるにおける縦断的検討縦断的検討縦断的検討縦断的検討（（（（研究研究研究研究ⅣⅣⅣⅣ））））    

 本章では，高齢者の運動 SE およびその情報源における縦断的研究および介入研究

を行った．研究Ⅳ -1 では，運動教室へ通う高齢者を対象として，その継続的参加に伴

う運動 SE およびその情報源の縦断的変化を 2 ヵ月の間隔を空けて計 3 回の測定によ

り明らかにした．3 回目の測定時点における運動教室への主観的参加達成度に基づき，

対象者を参加充足群および非充足群に分類したところ，代理的体験において参加充足

群の得点が有意に高く，また，運動 SE，SEES の合計得点，および言語的説得につい

ても同様の傾向が認められた．以上の結果から，運動教室への継続的な参加達成度が

高い者は，そうでない者と比較して高い運動 SE を有しており，さらにその情報源と

して代理的体験や言語的説得といった他者関連情報源をより強く認識している可能性

が考えられた．研究Ⅳ -2 では，高齢者における運動 SE の強化を目的として，対象者

に不足する情報源に焦点を当てたニューズレターを配布し，その介入効果を検討した．

その結果，日常運動量および SF-8 における身体的健康において有意な向上が認めら

れたが，運動 SE には有意な変化が認められなかった．しかし，各対象者における不

足情報源については，介入後に概ね向上する傾向が認められた．  

 

第第第第 7777 章章章章    総合的考察総合的考察総合的考察総合的考察    

 本研究では，高齢者の運動 SE およびその情報源を測定する質問紙を開発し，諸変数との

関連や運動の長期的継続に伴う運動 SE の役割を明らかにした．さらに，これらの基礎研究の

知見に基づき，運動 SE の向上を意図したニューズレターによる介入研究を実施した結果，そ

の有効性が示唆された．今後は，運動 SE の各情報源における明確な区分を示すことや，本

研究で対象とした以外の情報源の影響を検討することなどが望まれる． 

 


